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教務委員長就任にあたって  

  

教務委員長 神田芳郎（法医学・人類遺伝学講座 教授） 

 
本年４月より桑野剛一先生の後を受け、医学科教務

委員長を拝命致しました。久留米大学の昨年度の新

卒者の医師国家試験合格率は 85.9％と、最近の 10

年間の中では最低という、大変な状況での船出とな

りました。 

大学教育は成人に対する教育で、学生がニーズに

沿って主体的に学習すべきであり、そのような方向

に導いてゆくのが大学教員の役割であると思いま

す。また国際基準に基づく医学教育認証評価制度で

も、授業時間の短縮や、学生の教育計画への参画な

どが重要視されております。久留米大学も長期的に

はこのような方向で、カリキュラムや教育計画を策

定してゆくべきだと思います。しかしながら、まず

医師国家試験に合格しないとスタートラインに立

てないのも事実です。国家試験の合格率を上げるこ

とが喫緊の問題だと感じています。具体的な方策に

ついては今後継続的に検討していくつもりですが、

総合試験や通年成績と国家試験の合格率は一致し

ていることを考えると、当学の基本的な教育の方向

性そのものは間違っていないものと思いますし、多

くの学生は前にも述べたような主体的な学習が行

えているものと考えられます。対策を講じなければ

ならない対象は、成績下位の学生たちであり、彼ら

の学力をいかに底上げするかが、国家試験の合格率

を上げる短期的には最も有効な方策だと思います。  

一方で長期的な視点に立てば、主体的学習をより

一層促進し、学生全体のレベルアップをするための

教育方針の大きな見直しも必要だと思います。久留

米大学医学部は、「高水準の医学とヒューマニズム

を併せそなえた医人の養成をめざし、卒前教育では、

その方向づけと基礎づくりを行う。」ことを教育目

標に掲げており、このような目標を達成するために

も生涯にわたり主体的学習を続けられる医師の育

成は必要不可欠です。先ほども述べましたように本

学でコアカリキュラムが導入されて 10 年以上が経

過しています。PBL テュートリアル、基礎医学特

論、アドバンスドコース等も同時期に導入されまし

た。PBL テュートリアルについては 3 年前の医学

教育ワークショップで、大胆な変革が提言されてお

りますし、基礎医学特論、アドバンスドコースにつ

いてもコアカリキュラムとの違いがはっきりしな

いとの意見もいただいております。さらに今後は国

際基準に基づく医学教育認証評価制度についても

対応が必要になってくるものと思います。以上のよ

うな状況を踏まえカリキュラムの見直しが必要な

時期に来ていると痛感しており、本年度より内村医

学部長及び山木学生委員長のご指示のもとカリキ

ュラム委員会を立ち上げました。今後はこの委員会

で PBL テュートリアル、基礎医学特論、アドバン

スドコース、医学英語等を中心とした短期及び中期

のカリキュラムの改変を検討し、医学教育がご専門

である神代教務副委員長には、引き続き、教務員会

内に設置されたカリキュラム検討委員会で国際基

準に基づく医学教育認証評価制度に対応できる長

期的なカリキュラムの改変を検討して頂く予定で

す。 

何分力不足で、どれだけ役に立てるかわかりませ

んが、教務委員会の皆様の意見を頂きながら全力を

尽くす所存です。久留米大学医学部医学科の教育改

革が良い方向に向かうよう、先生方のご協力を切に

お願い致します。 
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私の 

 

一人で当直する夜のために 

                       伊東恭悟 （免疫・免疫治療学講座 教授） 
 

久留米大学医学部のコンサルタント会（名称変更

前は保証人会）でこの 20 年間、多くの 6 年生とお

付き合いしてきました。幸いに全ての 6 年生は卒業

試験と国家試験に合格して（皆さんが 1 回で合格）

くれました。1 年生のときからのお付き合いですの

で、コンサルタント会のほかには、授業の時や廊下

での立ち話位ですが、段々と医師にむけて心構えが

できていくのが、よくわかります。研修制度が確立

した近年では進路相談にこられる学生はすくなく

なりましが、以前は進路相談に来られる 6 年生もお

りました。また、すこし心配な 6 年生がコンサルタ

ント会のなかにいるときは、6 年生だけで新年会を

開いたときもありました。 

そのような機会に、「一人で当直する夜のために」

今の勉強をしてくださいと、必ず話すようにしてい

ます。卒業試験や国家試験にハードルを設定すると、

どうしてもその場しのぎの対応になり、傾向と対策

に偏りがちになります。卒業試験や国家試験にハー

ドルを設定するもっとおおきな欠点は、それが達成

されると、気が抜けてしまうことです。恒常性が維

持できなくなり、次のステップに集中できず、所謂

5 月病になったりもします。医師にとって恒常性の

維持は不可欠です。そのために試験に合格するため

の勉強ではなく、一人で当直する夜のために勉強し

てくださいと必ず話します。 

いつの日か、必ず、一人当直をしている夜中に、

「救急車が向かっています」と事務当直から電話連

絡が入る状況に直面するはずです。その時に、正し

い診断と治療ができないまでも、誤った診断や治療

をしないことが大切です。誤った診断や治療は、患

者さんの生命にかかわる事態となります。手元には、

当直実践マニュアルとかの冊子があるはずですが、

経験したことのない病態の患者さんに、一人で、先

輩医師の指示や支援もなく、診療にあたる緊急事態

では、参考程度にしか役立ちません。 

今、君が勉強している知識が、血肉になるはずで

すので、一人で当直する夜のために、医学知識を身

につけてくださいと必ず話をするようにしていま

す。 

もちろん、一人で当直する夜を無事こなすために

は医学知識だけでは不十分です。的確な状況判断や

事務系・医療スタッフとの日常の信頼関係も大切で

す。そして何よりも、あなたを支えているご家族や

社会への感謝と医師という職業への矜持が大切で

すと話しております。 

  

 

贈る言葉 

                         白水和雄 （外科学講座 教授）

私が久留米大学に入学したのは、昭和 43 年、1968

年のことである。45 年も前のことである。過去を

振り返ってみると、随分昔のことであり光陰矢のご

としとはよく言ったものだと感慨深いものがこみ

上げてくる。学生諸君は６年間、沢山のことを経験

し、学んできたことと思う。私は、学生時代には講

義はまじめに出席し進級試験も再試験を受けたこ

とがなかったが、勉強ばかりに明け暮れる生徒では

なかった。学生時代には、柔道部に在籍し文武両道

を大事にした。大学生になってから本格的に柔道を

始めたので、皆に追いつくために体力をつけ、技を

磨いた。２年間で背負い投げを習得し、この大技を

得意とした。大きい相手を背中から畳にねじ伏せ、

立ち技で一本を取る柔道にこだわり、技を磨いた。

小さい相手には内股や、大外刈りで一本を取った。

自慢ではないが、６年間の戦績は、ほとんどが一本

勝ちで負けたのは２∼３回位しか記憶にない。一本

を取る柔道であったので寝技はさほど必要ではな

かった。６年間で九山大会は６連覇、西日本体育大

会は決勝で惜しくも敗れ３連覇は逸したものの、２

連覇を成し遂げた。全日本体育大会は３度優勝した。

このように、６年間の柔道を通して相手に勝つため

には体力をつけること、技を磨くことの大切さを学

んだが、キャプテンを任されてからは、それ以上に

心を磨くことを学んだ。自分よりも弱い立場の人の

ことを考え、痛みを理解し分かち合い、苦難に耐え

忍ぶこと等多くの精神的な側面が鍛えられたと思

っている。 

最近、全日本柔道連盟の不祥事が相次いでニュー

スになっているが、人間形成の場である柔の道に恥

ずべき行動であろう。日本の柔道が世界に勝てない

理由の一つかもしれない。野球の世界では、すばら

しい良い選手と言えば、走・攻・守の三拍子揃った

イチローが代表的な選手である。大相撲の世界では、

心・技・体の三拍子である。横綱朝青龍は技・体は

すばらしかったが、心に欠けていた。いくら強くて

贈る言葉 
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も、心が欠けると、人は最低の評価を受けることに

なる。同じモンゴル人でも横綱白鵬は心・技・体、

どれをとってもすばらしい。誰も白鵬のことを悪く

言うものはいないであろう。 

６年生諸君、これからは、医師として社会人とし

て、大きな責任を負って生きていかなければなりま

せん。医師は過酷な環境で労働を強いられることも

希ではありません。体を鍛え、そして医師としての

技量を磨いてほしいと思います。そして最も大切な

ことは、心を磨くことです。先輩や教授から沢山の

ことを教えてもらうでしょう。しかし、君たちにと

って最も良い先生、ほんとうの Best Teacher は、

先輩や教授ではありません。患者さんが君たちの最

も良い先生だということを忘れないで下さい。技量

が未熟なせいで診療に行き詰まることも多々ある

でしょう。もしこのようなことがあれば、まず、患

者さんの所に行って診察をしなさい。そして、患者

さんの話や訴えをよく聞きなさい。必ず、その難問

を解決してくれると思います。“心は技を越える

“ ６年生諸君に贈る言葉とします。 

 

医療に貢献できる臨床研究の重要性 
 

                         佐田通夫（内科学講座 教授） 
 

我が国の医学研究は、基礎研究に関する優れた論文

は多いが、その実用化につながる臨床研究は少ない

と評価されている。因みに 2008年から 2011年にか

けて Nature Medicine, Cell, J Exp Medの有名 3

誌に掲載された論文数は米国（2011）、ドイツ（386）、

英国（284）に次いで日本（266）は 4位であった。

一方、臨床研究に関する主な医学雑誌、NEJM, 

Lancet, JAMAへの論文数は米国（2105）、英国（685）、

カナダ（435）の順で、我が国（55）は第 25位であ

った。一方、中国（97）は 16位と日本より上位で

あったことが示され話題になった。このような現状

から、基礎研究に強く臨床研究に弱い日本との評価

がなされている。私自身がこの現状と我が国への評

価を強く意識するようになった大きな要因は次の

二つある。一つは、医療従事者にとっての最終目標

は病む人に、或いはその可能性をもつ人に最善の医

療や予防対策を提供することである。基礎あるいは

臨床研究から得られた成果を医療に還元すべく、最

大限の努力をすべきだと考えているからである。そ

して次は、図らずも平成 19年から久留米大学病院

臨床試験センターのセンター長を仰せつかったこ

とである。このことが最大の理由かもしれない。基

礎研究で得られた成果が創薬や診断法の開発、疾病

予防の確立につながることを、医療に貢献すること

をセンターに依頼される多数の治験から感じとり、

知ることができたのである。このことが国益や学益

にも多大なる貢献をもたらすことも知ることが出

来た。このような経過のなかで、平成 21年 7月に

我が国で「医療イノベーション 5カ年戦略」の着実

な実施により日本のものつくり力を生かした革新

的医薬品・医療機器・再生医療製品やリハビリ・介

護関連機器等を世界に先駆けて開発し、積極的に海

外市場へ展開する戦略が国策として示されたので

ある。この閣議決定にしたがって国は基礎研究など

から得られた成果を創薬に結びつけることのでき

る施設を選択、認定し多額の公的資金で整備・支援

することを開始したのである。また、今年度からは 

優れた臨床試験を実施出来る人材を医学教育の一

環として育成をすることを目的に、施設認定と公的

資金による支援体制の整備に力を注ぐことを開始

した。医学教育において新しい波が押し寄せている

のである。このような状況であることを、医学教育

に関与している我々、或いは実際に教育をうける側

である学生や研修医・専修医は認識を新たにすると

共に、今後の動向を注目しておく必要があろう。 
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平成２５年度夏休みを利用した地域医療 

サマースクール〔一泊二日〕 開催 

第四学年、五学年の皆さんへ 

久留米大学教育関連病院で地域医療の現場を体験して 

みませんか？ 
 

                                  申し込みは各教育関連病院へ 

 

 

 

 研修医の久留米大学医学部大学院入学について 

研修医の大学院入学が可能になりました。さらに授業料が減額されますので、 

入学希望者は是非大学院に進学して下さい。 

 
問合せ：医学部教務課 内線：3021 

 
 

訂正ならびにお詫び 

医学教育ニュース第 34号「第１回秋の病理学校 2011を主催して」に関して-------病理学講座 新野大介

先生が中心になって主催したように誤解を招く表題を付けてしまったことを深く謝罪いたします。「第１回

秋の病理学校 2011」と title を改訂いたします。この title は、中心となられた代表主催者を新野先生も

援助されたので、この方が病理学の宣伝になるだろうと思って編集責任者の井上雅広が提案させていただい

たものであります。 

 

 

 

 

◆編集後記◆  

 今春の国家試験合格率が残念な結果となりました。学生さんは来年の国試の合格率をあげることを目標に

全員で奮起してください。教務委員会も結果を真摯に受け止め、神田教授を中心として、教育カリキュラム

の改革および成績不振者の対策を一丸となって取り組む所存であります。今回も執筆の先生方から、学生さ

んのためになるような数多くの助言を頂いていますので、内容は濃いものとなっております。 

 医学教育ニュースは久留米大学医学部医学科のホームページにてご覧いただけます

（http://med.kurume-u.ac.jp/zaigaku12.html）。皆様方のさまざまなご意見等を広報活動委員会まで頂けれ

ば、幸です。  

編集責任者： 井上雅広 inouedna@med.kurume-u.ac.jp （感染医学講座、真核微生物学部門） 
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